
新 得 町 郷 土 研 究 会 会 則

（昭和56年11月制定）

（名　称）
第１条　本会は、新得町郷土研究会と称する。

（事務所）
第２条　この会の事務所を会長宅に置く。

（目　的）
第３条　本会は、新得町の歴史的資料の調査と、その資料蒐集と保存及び伝承のための事業を行うこと

を目的とする。

（会　員）
第４条　本会の趣旨に賛同し、入会するものを以って会員とする。
第５条　会員は、つぎの会費を納めるものとする。
　　　　　年間　　2,000円
第６条　会員の入会・脱退は自由とし、届出によって、効力を生じる。

（役員及び任期）
第７条　本会は、つぎの役員を置き、総会において選出し、任期は２年とし再任は妨げない。
　　　１．会　　　長　　　１名
　　　２．副　会　長　　　１名
　　　３．事 務 局 長　　　１名
　　　４．事務局次長　　　１名
　　　５．会 計 監 査　　　２名

（役員の任務）
第８条　役員の任務は、つぎのとおりとする。
　　　１．会　　　長　　　この会を代表する。
　　　２．副　会　長　　　会長を補佐する。
　　　３．事 務 局 長　　　会務を司る。
　　　４．事務局次長　　　会の会計を処理する。
　　　５．会 計 監 査　　　会計を監査する。
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（顧　問）
第９条　１．本会に顧問を置く。
　　　　２．顧問は、役員会・総会の同意を得て会長が委嘱する。
　　　　３．顧問は、会長の諮問に応じ意見を具申する。

（会　議）
第10条　会議は、総会・役員会・例会とする。　
第11条　１．総会は、毎年４月に行い、事業計画・決算・予算・会則変更に関することを審議・議決する。
　　　　　　なお、会長が必要と認めたときは、臨時総会を開催することができる。
　　　　２．役員会は、総会に提出する議案・その他事業遂行上必要なことを審議する。
　　　　３．例会は、毎月行うことを原則とし、事業の推進について協議する。

（会　計）
第12条　本会の運営費は、会費及び補助金・寄付金を以って充て、毎年４月１日にはじまり、翌年３月

31日に終わる。

（付　則）
第13条　この会則は、昭和56年11月30日より施行する。
　　　１．昭和63年4月18日一部改正施行
　　　２．平成  9年4月18日一部改正施行
　　　３．平成11年4月23日一部改正施行
　　　４．平成15年4月18日一部改正施行
　　　５．平成17年4月22日一部改正施行
　　　６．平成25年4月  9日一部改正施行（顧問の設置）

（申し合わせ事項）
　　　１．調査及び資料収集のため自家用車を使用した場合、ガソリン代として１㎞当たり20円を支

払う。（昭和61年10月20日）
　　　２．会員で病気のため継続して入院が１ヶ月以上にわたるとき、見舞金として5,000円を贈る。

弔の場合は各自の意志とする。（平成6年5月21日）
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編
　
集
　
後
　
記

　

新
得
町
郷
土
研
究
会
が
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
11
月
30
日
に
設
立
さ
れ
て
、

昨
年
の
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
11
月
で
満
40
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

設
立
に
向
け
て
は
新
得
町
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
指
導
員
の
若
原
幸
雄
さ

ん
、
新
得
町
図
書
館
長
の
田
近
正
俊
さ
ん
、
新
得
町
役
場
の
川
久
保
功
さ
ん
、
文

化
連
盟
会
長
で
あ
っ
た
銘
形
俊
雄
さ
ん
ら
が
呼
び
か
け
て
町
広
報
紙
で
広
く
会
員

を
募
っ
た
結
果
、
８
人
の
会
員
で
の
発
足
と
な
り
ま
し
た
。
初
代
会
長
に
は
新
得

機
関
区
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
野
呂
己
之
松
さ
ん
を
選
任
し
、
田
近
正
俊
さ
ん
を

事
務
局
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

　

会
の
目
的
と
し
て
新
得
町
の
歴
史
資
料
の
調
査
、
そ
の
資
料
の
収
集
、
保
存
、

伝
承
を
掲
げ
、
当
面
の
活
動
と
し
て
古
老
の
声
の
収
録
、
新
得
町
教
育
委
員
会
収

集
資
料
の
見
学
、
近
隣
の
郷
土
資
料
館
の
見
学
な
ど
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
町
が
旧
狩
勝
線
を
抱
え
る
鉄
道
の
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
狩
勝
ト
ン
ネ

ル
や
鉄
道
建
設
の
歴
史
調
査
な
ど
を
行
い
、
町
政
施
行
50
年
の
年
に
当
た
る
昭
和

58
（
１
９
８
３
）
年
５
月
に
史
跡
の
石
碑
第
１
号
と
し
て
新
得
町
に
よ
り
鉄
道
建

設
で
苦
闘
の
上
殉
じ
ら
れ
た
土
工
労
働
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
『
苦
闘
之
碑
』
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
史
跡
由
来
銘
板
、
史
跡
標
柱
の
建
立
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
昨
年
末
ま

で
に
43
カ
所
を
数
え
て
い
ま
す
。

　

10
年
前
の
設
立
30
年
の
際
に
は
、
記
念
事
業
と
し
て
『
新
版　

ふ
る
さ
と
の
伝

承
』
と
『
郷
土
６
号
』
を
発
刊
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
令
和
３
年
度
の
定
期
総

会
に
お
い
て
40
年
記
念
事
業
の
実
施
を
会
員
の
み
な
さ
ん
で
協
議
し
ま
し
た
と
こ

ろ
『
郷
土
７
号
』
を
発
刊
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
以
後
準
備
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
菊
地
康
雄
会
員
よ
り
50
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
「
し
ん
と
く
歴
史
パ
ノ

ラ
マ
～
商
工
業
１
２
０
年
の
輝
跡
～
」
の
ほ
か
西
村
良
雄
会
員
、
佐
々
木
健
会
員
、

相
馬
邦
章
会
員
よ
り
玉
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
拓
時
代
に
活
躍
し
た
先
人
が

物
故
者
と
な
っ
て
い
く
今
、
町
の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
調
査
を
し
て
き
て
今
回
収
録
で
き
な
か
っ
た
新
得
卸
売
市
場
や
北

海
道
拓
殖
鉄
道
な
ど
は
、
次
回
の
発
行
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

発
刊
に
あ
た
り
ま
し
て
は
新
得
町
、
新
得
町
教
育
委
員
会
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

か
ら
出
版
経
費
を
含
め
て
多
大
な
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
新
得
町
郷
土
研
究
会
事
務
局
長 

秋
山
秀
敏
）
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帯
広
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六
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二
十
五
︱
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十
一

令和２年に実施した新得卸売市場看板の復元作業記念




